東洋文庫蔵『康有為先生手札』簡釈 by 村田 雄二郎
東
洋
文
庫
蔵
『
康
有
為
先
生
手
札』
簡
釈
村
田
雄
二
郎
『
康
有
為
先
生
手
札』
(
以
下
『
手
札』)
は
康
有
為
の
未
刊
書
簡
三
通
を
合
訂
し
た
帖
装
本
。
全
十
四
葉
で
、
寸
法
は
縦
三
二
・
八
㎝
、
横
二
〇
・
八
㎝
。
表
紙
に
は
｢
康
有
為
先
生
手
札
癸
巳
中
秋
節
蘇
世
傑
署｣
の
題
簽
が
あ
る
(
写
真
１)
。
癸
巳
は
西
暦
一
九
五
三
年
。
蘇
世
傑
(
一
八
八
三
―
一
九
七
五)
は
広
東
省
四
会
県
大
沙
鎮
の
人
。
清
末
に
広
東
陸
軍
測
絵
学
堂
を
卒
業
し
、
鉄
路
局
に
勤
務
す
る
と
と
も
に
、
同
盟
会
に
参
加
し
、
孫
文
の
命
を
受
け
て
香
港
で
出
版
・
宣
伝
活
動
な
ど
を
行
う
。
民
国
成
立
後
は
広
州
に
も
ど
り
、
市
政
府
な
ど
に
勤
務
し
た
ほ
か
、
四
会
の
初
代
民
選
県
長
を
つ
と
め
る
な
ど
広
東
省
の
政
・
官
界
で
広
く
活
躍
し
た
。
書
家
と
し
て
も
知
ら
れ
、
陳
樹
人
・
高
剣
父
ら
と
｢
清
遊
会｣
を
組
織
し
た
。
中
華
人
民
共
和
国
建
国
前
に
家
族
と
香
港
に
移
住
。
一
九
七
三
年
に
は
さ
ら
に
台
湾
に
移
り
、
台
北
で
逝
去
。(
以
上
、
主
に
陳
栄
盛
｢
民
国
革
命
家
書
法
家
収
蔵
家
蘇
世
傑｣
、『
羊
城
晩
報』
二
〇
一
二
年
五
月
二
日
、
に
拠
る
。)
八
五
写真１
『
手
札』
に
は
題
簽
の
ほ
か
、
蘇
世
傑
の
文
字
は
な
く
、
彼
が
康
有
為
書
簡
を
入
手
し
た
経
緯
な
ど
は
一
切
不
明
で
あ
る
。
こ
の
『
手
札』
は
、
二
〇
一
三
年
八
月
に
米
国
ミ
シ
ガ
ン
大
学
名
誉
教
授
ド
ナ
ル
ド
・
Ｊ
・
モ
ン
ロ
ー
(D
onald
J.M
unro)
氏
か
ら
東
洋
文
庫
に
寄
贈
さ
れ
、
同
文
庫
の
所
蔵
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ミ
シ
ガ
ン
大
学
で
長
く
中
国
古
典
を
講
じ
ら
れ
た
モ
ン
ロ
ー
氏
は
、
『
手
札』
を
一
九
六
二
年
か
ら
所
持
し
て
お
ら
れ
た
が
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
学
友
で
あ
る
槇
原
稔
氏
が
公
益
財
団
法
人
東
洋
文
庫
理
事
長
の
任
に
あ
る
こ
と
を
祝
う
ギ
フ
ト
と
し
て
、
こ
れ
を
東
洋
文
庫
に
贈
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
モ
ン
ロ
ー
氏
が
一
九
六
二
年
に
こ
の
手
札
現
物
を
所
有
さ
れ
る
に
至
っ
た
経
緯
は
、
同
氏
か
ら
附
属
資
料
と
し
て
提
供
さ
れ
た
中
文
お
よ
び
英
文
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
お
お
よ
そ
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
若
き
モ
ン
ロ
ー
氏
は
、
一
九
六
一
年
か
ら
六
二
年
に
台
北
に
留
学
し
、
劉
育
毓
氏
か
ら
先
秦
の
経
書
な
ど
に
つ
い
て
個
人
指
導
を
受
け
た
。
こ
の
劉
氏
、
父
姓
は
愛
新
覚
羅
、
名
前
は
毓 
で
、
光
緒
帝
時
期
に
軍
機
大
臣
を
務
め
た
礼
親
王
世
鐸
公
の
孫
で
あ
っ
た
。
幼
児
期
に
陳
宝 
、
鄭
孝
胥
、
羅
振
玉
な
ど
か
ら
教
育
を
受
け
た
が
、
そ
う
し
た
師
傅
の
中
に
康
有
為
も
い
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
劉
氏
は
三
十
余
年
間
の
独
学
で
儒
道
仏
の
経
典
を
修
め
、
著
述
も
行
っ
た
が
、
一
九
四
八
年
に
台
湾
に
移
住
、
郷
村
に
隠
棲
し
た
。
一
九
五
八
年
か
ら
外
国
人
留
学
生
の
博
士
論
文
の
指
導
に
携
わ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
後
の
十
一
年
間
に
米
国
人
三
十
三
人
を
含
む
四
十
一
人
を
指
導
し
、
内
二
十
数
人
が
博
士
号
を
取
得
し
て
、
大
学
教
員
に
な
っ
た
と
い
う
。
モ
ン
ロ
ー
氏
は
ま
さ
に
そ
の
一
人
で
あ
っ
た
。
モ
ン
ロ
ー
氏
に
よ
れ
ば
、
劉
老
師
は
し
ば
し
ば
台
北
に
出
て
来
た
が
、
康
有
為
の
か
つ
て
の
第
二
夫
人
を
同
行
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
と
い
う
。
劉
氏
が
康
有
為
の
自
筆
書
簡
を
入
手
し
た
の
は
そ
の
夫
人
か
ら
で
は
な
い
か
と
い
う
の
が
モ
ン
ロ
ー
氏
の
推
測
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
蘇
世
傑
の
台
湾
移
住
に
先
立
つ
こ
と
十
年
以
上
前
の
一
九
六
二
年
に
、
そ
れ
を
モ
ン
ロ
ー
氏
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
の
は
劉
育
毓
氏
で
あ
る
。
八
六
康
有
為
(
一
八
五
八
―
一
九
二
七)
、
原
名
は
祖
詒
、
字
は
広
廈
、
号
は
長
素
・
明
夷
・
更
生
・
更 
な
ど
。
広
東
省
南
海
県
の
人
。
乙
未
(
一
八
九
五
年)
の
進
士
。
初
め
同
郷
の
大
儒
朱
次 
に
学
ぶ
も
、
漢
学
・
宋
学
に
慊
ら
ず
、
道
・
仏
や
陽
明
学
に
親
し
み
、
ま
た
折
か
ら
中
国
に
紹
介
さ
れ
始
め
た
西
学
に
も
触
れ
た
。
や
が
て
独
自
の
経
書
解
釈
に
も
と
づ
く
｢
変
法｣
｢
改
制｣
を
首
唱
し
、
上
書
活
動
を
展
開
し
た
結
果
、
戊
戌
(
一
八
九
八
年)
に
は
光
緒
帝
に
謁
見
を
許
さ
れ
、
明
治
維
新
に
な
ら
っ
た
一
連
の
政
治
刷
新
策
を
建
言
し
た
。
戊
戌
維
新
の
失
敗
後
は
日
本
に
亡
命
、
そ
の
後
カ
ナ
ダ
に
渡
り
保
皇
会
を
結
成
す
る
と
と
も
に
、
マ
レ
ー
・
イ
ン
ド
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
香
港
・
日
本
な
ど
に
寄
寓
し
て
｢
保
皇｣
を
旨
と
す
る
旺
盛
な
著
作
活
動
を
続
け
る
。
辛
亥
革
命
後
に
帰
国
す
る
も
、
中
華
民
国
の
民
主
共
和
制
に
は
批
判
的
で
、
立
憲
君
主
制
の
翻
版
で
あ
る
｢
虚
君
共
和｣
を
唱
え
る
と
と
も
に
、
孔
教
を
国
教
に
す
る
こ
と
を
主
張
し
て
、
陳
独
秀
ら
『
新
青
年』
一
派
か
ら
攻
撃
さ
れ
た
。
晩
年
は
青
島
に
隠
棲
し
｢
天
遊
老
人｣
と
号
し
た
。
『
手
札』
は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
在
住
華
僑
向
け
の
華
字
紙
『
世
界
日
報』
編
集
同
仁
な
ど
海
外
の
支
持
勢
力
に
宛
て
た
三
通
の
書
簡
を
収
め
る
。
署
名
｢
更 ｣
の
あ
る
第
一
書
簡
の
み
康
有
為
の
筆
に
似
る
ほ
か
、
第
二
、
第
三
書
簡
は
門
人
あ
る
い
は
家
人
の
書
写
に
な
る
。
い
ず
れ
も
日
付
を
も
つ
が
、
年
を
欠
く
。
書
簡
の
内
容
や
署
名
か
ら
判
断
し
て
、
民
国
六
年
か
ら
七
年
に
か
け
て
書
か
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
(
後
掲
書
簡
①
注
(
３)
参
照)
。
近
刊
の
『
康
有
為
全
集』
全
一
二
冊
(
姜
義
華
・
張
栄
華
編
校
、
北
京
、
中
国
人
民
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
刊)
に
は
す
べ
て
未
収
録
。
以
下
、
便
宜
的
に
書
簡
の
順
に
①
、
②
、
③
と
番
号
を
ふ
り
、
主
な
内
容
と
原
文
を
紹
介
す
る
。
八
七
書
簡
①
『
世
界
日
報』
同
仁
宛
。
民
国
六
年
一
月
三
日
(
一
九
一
八
年
二
月
一
三
日)
付
。
上
海
朶
雲
軒
製
箋
、
紅
紙
黒
字
。
新
年
の
祝
い
と
と
も
に
、『
世
界
報』
が
他
の
華
字
紙
に
お
さ
れ
、
勢
い
を
失
い
つ
つ
あ
る
こ
と
を
嘆
き
、
梁
朝
傑
を
主
筆
に
復
帰
さ
せ
る
よ
う
求
め
る
内
容
。(
写
真
２)
書
簡
②
憲
政
党
同
志
宛
。
民
国
六
年
一
二
月
一
五
日
(
一
九
一
八
年
一
月
二
十
七
日)
付
。
紅
紙
黒
字
。
中
国
は
ア
メ
リ
カ
な
ど
他
国
と
違
っ
て
民
主
共
和
制
に
適
さ
ず
、
秩
序
の
維
持
、
政
治
の
安
定
の
た
め
に
は
、
専
制
(
帝
制)
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
、
自
作『
共
和
平
議』
を
読
む
よ
う
に
求
め
た
も
の
。
張
勲
復
辟
が
失
敗
し
、
ア
メ
リ
カ
公
使
館
に
避
難
し
た
後
、
無
事
自
宅
に
戻
っ
た
と
の
記
述
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
民
国
六
年
冬
の
作
だ
八
八
写真２
と
断
定
で
き
る
。
ほ
ぼ
同
時
に
発
表
さ
れ
た
重
要
著
作
『
共
和
平
議』
と
重
な
る
表
現
が
多
く
見
ら
れ
、
こ
の
時
期
の
康
有
為
の
心
情
や
民
国
政
治
へ
の
見
方
を
語
っ
た
書
簡
と
し
て
『
手
札』
の
中
で
は
最
も
重
要
な
も
の
で
あ
る
。(
写
真
３)
書
簡
③
梁
朝
傑
宛
。
四
月
十
日
付
。
上
海
九
華
堂
宝
記
製
箋
、
白
紙
黒
字
。『
世
界
日
報』
編
集
部
に
門
人
の
陳
国 こくく
を
紹
介
し
、
給
料
を
増
額
す
る
よ
う
に
依
頼
す
る
内
容
。(
写
真
４)
以
下
、
全
文
を
掲
げ
、
注
を
付
す
。
原
文
に
は
日
本
の
常
用
漢
字
を
用
い
、
適
宜
句
読
点
を
付
し
、
段
落
を
区
切
っ
た
。
ま
た
、
改
行
台
頭
は
一
字
空
け
で
示
し
た
。
八
九
写真３
写真４
【書
簡
①
】
献
歳
開
春
、
想
万
福
、
新
年
宜
吉
語
。
惟
今
国
事
如
此
、
祇
望
天
心
。『
世
界
報
(
１)』
所
関
美
中
清
議
最
大
。
伯  (２)
高
文
博
学
、
深
心
大
用
、
海
内
所
少
有
。
竭
数
年
之
力
、
令
此
報
有
美
誉
有
喜
色
。
今
聞
此
報
日
落
為
別
報
所
攻
駁
、
亦
不
敢
答
、
大
為
人
軽
笑
。
恐
従
此
日
落
矣
、
不
止
辜
負
伯 
心
力
、
不
止
失
吾
党
名
誉
。
方
今
国
事
所
関
最
要
、
更
恐
是
非
亦
乱
、
則
所
関
尤
大
。
観
此
情
形
、
非
請
伯 
復
出
主
筆
不
可
。
捨
伯 
在
海
内
亦
無
此
才
。
吾
已
特
函
、
令
伯 
復
出
主
筆
、
想
諸
君
必
有
同
心
。
望
諸
君
力
請
伯 
再
出
『
世
界
報』
為
主
筆
。
庶
幾
清
議 黨
論
能
正
人
心
、
妙
筆
佳
文
能
興
報
事
。
望
速
照
行
。
即
頌
列
位
同
志
兄
春
祺
。
康
更  (３)
啓
正
月
三
日
注
(
１)
『
世
界
日
報』
の
こ
と
。
一
九
〇
二
年
に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
保
皇
会
機
関
誌
と
し
て
創
刊
さ
れ
た
『
文
興
報』
の
後
身
と
し
て
、
梁
朝
傑
、
梁
君
可
を
中
心
に
一
九
一
〇
年
に
同
地
で
発
刊
さ
れ
た
。
(
２)
伯 はくせん
は
梁
朝
傑
(
一
八
七
八
―
一
九
五
六)
の
字
。
号
は
文
夫
、
出
雲
館
主
人
。
広
東
省
台
山
県
の
人
。
光
緒
十
七
(
一
八
九
一)
年
の
挙
人
。
一
四
才
で
康
有
為
の
万
木
草
堂
に
入
門
し
、
十
大
弟
子
の
一
人
に
数
え
ら
れ
る
。
一
八
九
五
年
、
康
有
為
の
公
車
上
書
に
最
年
少
で
参
加
。
戊
戌
政
変
後
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
渡
り
、『
文
興
報』
『
世
界
日
報』
の
編
集
に
主
筆
と
し
て
長
期
間
携
わ
り
、
保
皇
会
の
宣
伝
活
動
に
つ
と
め
た
。
著
書
に
『
出
雲
館
文
集』
な
ど
。
九
〇
(
３)
｢
更 こうしん｣
は
、
康
有
為
の
字
の
一
つ
。
一
八
九
八
年
九
月
の
戊
戌
政
変
で
亡
命
し
た
康
有
為
は
、
生
ま
れ
変
わ
り
を
意
味
す
る
｢
更
生｣
の
号
を
用
い
始
め
た
。
さ
ら
に
、
一
九
一
七
年
の
張
勲
復
辟
の
失
敗
で
ア
メ
リ
カ
公
使
館
に
避
難
し
、
そ
の
後
公
使
館
の
庇
護
の
下
、
北
京
を
離
れ
て
上
海
の
自
宅
に
も
ど
っ
て
か
ら
は
、
二
度
目
の
生
ま
れ
変
わ
り
を
意
味
す
る
｢
更 ｣
を
号
と
し
た
。
書
中
に
見
え
る
｢
惟
今
国
事
如
此｣
や
｢
方
今
国
事
所
関
最
要｣
の
語
か
ら
推
し
て
、
民
国
六
(
一
九
一
七)
年
の
張
勲
復
辟
事
件
か
ら
ほ
ど
な
く
し
て
書
か
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
【
書
簡
②
】
献
歳
発
春
、
伏
維
万
福
。
自
民
国
六
年
来
、
大
乱
頻
繁
、
生
民
塗
炭
、
士
皆
廃
学
、
農
皆
停
耒
、
工
皆
輟
業
、
商
皆
停
運
。
吾
粤
及
川
・ 眞
・
湘
・
鄂
糜
爛
破
砕
、
惨
不
可
聞
。
南
北
戦
争
(
１)
、
相
持
無
已
。
於
是
外
人
以
保
護
国
相
待
、
視
若
高
麗
、
而
同
室
操
戈
、
日
効
印
度
。
六
年
来
所
行
者
、
皆
求
凶
之
道
、
自
殺
之
策
、
孟
子
所
謂
｢
安
其
危
而
利
其
災
、
楽
其
所
以
亡
之
者
(
２)｣
。
今
力
行
為
之
、
此
其
奇
変
、
誠
五
千
年
之
所
無
、
而
危
険
将
為
高
麗
、
亦
五
千
年
之
所
未
有
也
。
推
求
其
故
、
皆
共
和
為
之
。
夫
共
和
者
、｢
天
下
為
公｣
、｢
選
賢
与
能
(
３)｣
。
此
孔
子
大
同
之
制
、
豈
不
極
美
哉
。
然
美
国
行
之
而
治
、
中
国
行
之
而
乱
者
、
何
也
。
蓋
美
国
自
華
盛
頓
(
４)
至
同
治
六
年
林
肯
(
５)
時
、
不
養
一
兵
。
自
林
肯
至
麦
堅
尼
(
６)
、
始
義
兵
一
万
。
自
麦
堅
尼
東
定
古
巴
、
西
取
呂
宋
、
養
六
万
。
至
羅
斯
福
(
７)
、
始
養
兵
八
万
。
無
兵
則
無
武
人
干
政
之
事
。
故
憲
法
能
行
而
国
会
能
立
。
若
中
南
美
無
兵
、
則
民
主
之
法
与
美
同
、
而
歳
争
総
統
与
美
異
。
法
国
誤
学
美
国
以
有
兵
、
故
拿
破
侖
陳
兵
五
十
万
、
下
三
千
名
士
於
獄
、
而
自
立
為
帝
矣
。
令
法
国
之
所
以
安
静
者
、
則
以
鉄
道
全
九
一
備
、
故
難
以
偏
隅
阻
兵
。
若
我
国
数
年
来
皆
養
兵
数
十
万
、
武
人
無
数
、
武
人
之
争
権
利
者
無
数
、
而
又
鉄
道
未
通
、
銀
行
聴
政
府
盗
支
、
人
民
不
能
監
理
。
此
皆
与
美
国
大
相
反
者
。
蓋
美
国
畛
於
両
海
、
四
無
強
隣
、
故
能
内
不
養
兵
、
専
事
実
業
而
至
富
強
也
。
吾
国
人
不
悟
立
国
之
不
同
、
誤
以
為
一
行
共
和
即
可
富
強
。
豈
知
適
得
其
反
哉
。
即
葡
萄
牙
行
共
和
、
今
亦
大
乱
。
而
墨
西
哥
行
共
和
九
十
年
来
、
易
五
十
六
総
統
、
近
七
年
来
、
五
易
総
統
、
大
乱
如
麻
、
亦
可
畏
矣
。
俄
羅
斯
行
共
和
数
月
来
、
分
為
九
国
、
惨
乱
不
可
言
状
、
尤
可
鑑
矣
。
故
我
国
大
乱
垂
殆
、
不
能
帰
罪
於
某
人
某
人
也
。
乃
誤
行
共
和
致
之
。
蓋
行
美
国
聯
邦
制
、
則
自
行
分
削
、
愈
小
愈
弱
、
印
度
可
鑑
矣
。
若
行
美
総
統
制
、
則
吾
国
非
聯
邦
而
為
統
一
。
吾
国
地
大
、
非
専
制
不
能
弭
乱
、
則
必
腹
心
爪
牙
布
於
全
国
、
若
是
則
復
行
専
制
、
則
復
於
帝
制
、
人
心
必
不
服
、
必
将
復
乱
、
即
不
称
帝
而
専
制
。
若 
亜
士
(
８)
非
不
能
定
全
墨
三
十
年
也
。
而
卒
招
馬 
羅
(
９)
倒
之
、
遂
大
乱
至
今
。
或
謂
今
政
府
無
才
、
仮
令
有
才
如 
亜
士
、
亦
召
乱
而
已
。
若
行
法
責
任
内
閣
制
、
則
総
理
総
統
必
相
争
不
和
、
在
法
已
然
矣
。
若
今
段
・
黎
・
馮
( )
因
争
権
而
乱
国
、
遂
至
於
今
日
。
人
至
当
互
争
時
、
必
一
切
無
所
顧
、
故
寧
為
売
国
、
以
求
勝
敵
。
于ママ
是
有
軍
器
同
盟
之
事
、
将
我
四
万
万
人
尽
売
為
猪
仔
( )
矣
。
今
南
北
和
戦
已
無
収
拾
、
至
明
年
六
、
七
月
争
大
総
統
時
、
争
者
更
劇
、
愈
売
国
而
不
顧
、
則
我
五
千
年
之
中
国
立
亡
、
万
劫
沈
淪
、
永
不
能
復
矣
。
嗚
呼
！
君
等
知
印
度
・
高
麗
・
台
湾
之
惨
状
乎
。
今
真
到
眼
前
矣
。
吾
昔
知
之
、
故
十
八
年
前
在
印
度
時
作
『
政
見
書
( )』
告
会
中
同
志
、
即
以
告
全
国
同
胞
、
而
国
人
不
聴
也
。
至
乙
巳
時
、
居
墨
作
『
法
国
遊
記
( )』
以
告
国
人
、
而
国
人
又
不
聴
也
。
及
辛
亥
革
命
作
『
共
和
政
体
論
( )』
、『
中
国
救
亡
論
( )』
以
戒
国
人
、
而
国
人
又
不
聴
也
。
至
癸
丑
作
『
不
忍
雑
誌
( )』
以
戒
国
人
、
而
国
人
又
不
聴
也
。
故
中
国
至
今
乱
危
若
此
矣
。
中
共
和
之
害
中
国
若
此
。
故
僕
以
為
救
中
国
、
非
虚
君
共
和
不
可
。
且
吾
党
固
以
保
皇
( )
為
義
、
又
以
帝
国
憲
政
( )
為
義
者
也
。
今
民
国
六
年
未
定
憲
法
、
尤
与
吾
党
名
憲
政
大
相
反
者
也
。
故
僕
数
年
来
経
営
復
辟
之
事
、
五
月
間
与
張
大
帥
( )
力
任
其
艱
、
既
九
二
成
功
矣
。
挙
国
厭
共
和
之
乱
已
久
、
莫
不
欣
然
。
惜
其
左
右
専
権
、
籌
備
不
周
、
調
兵
過
少
、
遂
至
蹉
跌
。
然
至
今
国
人
咸
思
復
辟
外
更
無
救
国
之
法
。
試
観
日
本
之
富
強
、
実
行
君
主
立
憲
之
故
。
蓋
政
本
不
乱
、
乃
可
行
政
而
図
富
強
。
若
行
共
和
、
則
総
統
総
理
日
争
、
政
本
既
乱
、
無
為
計
也
。
僕
講
明
救
国
之
法
無
以
易
此
、
清
朝
不
聴
我
言
則
亡
、
民
国
不
聴
我
言
則
将
亡
(
)
。
吾
各
同
志
已
知
之
。
今
国
人
聴
我
言
、
猶
可
救
也
。
若
仍
不
聴
我
言
、
同
帰
於
尽
為
印
度
・
高
麗
而
已
、
為
奴
隷
牛
馬
而
已
。
年
来
少
致
書
於
各
埠
者
、
一
以
民
国
来
大
義
難
明
、
二
則
不
知
同
志
中
知
識
若
何
、
有
無
変
化
否
。
頃
自
五
月
敗
後
、
幽
居
於
美
使
館
、
撰
成
『
共
和
平
議』
六
十
五
篇
( )
、
印
於
『
不
忍
雑
誌』
中
。
今
已
刻
成
、
伝
布
天
下
、
我
同
志
諸
君
取
而
閲
之
、
可
知
共
和
之
得
失
矣
。
僕
承
美
公
使
( )
優
待
、
居
使
館
半
年
、
平
安
無
恙
。
今
又
派
参
賛
及
武
員
専
車
護
送
出
京
、
復
還
旧
居
( )
、
皆
美
使
之
大
徳
也
。
請
勿
遠
念
。
在
吾
人
又
為
第
二
次
更
生
矣
。
再
遭
大
劫
、
只
為
救
国
無
可
如
何
。
我
党
同
志
同
心
愛
国
前
後
廿
年
、
高
義
熱
心
始
終
如
一
、
助
我
多
矣
、
無
以
為
報
。
今
吾
出
険
、
吾
同
志
必
大
歓
喜
、
何
以
教
我
既
為
党
衆
救
国
宗
旨
、
能
否
与
吾
全
同
。
望
毎
埠
各
閲
『
共
和
平
議』
後
、
各
開
大
会
、
貽
書
見
教
。
若
宗
旨
皆
同
、
則
誓
大
衆
同
心
如
何
如
何
。
敬
頌
年
禧
。
不
備
。
憲
政
会
( )
列
位
同
志
兄
名
正
具
十
二
月
十
五
日
注
(
１)
康
有
為
が
ア
メ
リ
カ
公
使
館
に
避
難
し
て
い
る
間
、
段
祺
瑞
国
務
総
理
の
権
力
掌
握
に
反
対
す
る
孫
文
グ
ル
ー
プ
や
海
軍
軍
人
、
国
会
議
員
の
一
部
は
広
州
に
独
自
の
政
府
を
樹
立
し
、
政
局
は
南
北
対
立
の
様
相
を
呈
し
た
。
九
三
(
２)
『
孟
子』
離
婁
上
。
康
有
為
は
第
一
上
書
(
一
八
八
八
年)
に
も
｢
安
其
危
而
利
其
災｣
の
一
節
を
引
く
。
(
３)
『
礼
記』
礼
運
。
康
有
為
に
は
『
礼
運
注』
(
一
九
一
三
年
刊)
の
作
が
あ
る
。
(
４)
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
初
代
大
統
領
ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
(G
eorge
W
ashington)
。
在
任
一
七
八
九
―
九
七
。
(
５)
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
第
一
六
代
大
統
領
エ
イ
ブ
ラ
ハ
ム
・
リ
ン
カ
ン
(A
braham
L
incoln)
。
在
任
一
八
六
一
―
六
五
。
同
治
六
年
は
西
暦
一
八
六
七
年
だ
か
ら
、
こ
こ
は
康
有
為
の
誤
記
。
(
６)
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
第
二
五
代
大
統
領
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
マ
ッ
キ
ン
リ
ー
(W
illiam
M
cK
inley)
。
在
任
一
八
九
七
―
一
九
〇
一
。
(
７)
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
第
二
六
代
大
統
領
セ
オ
ド
ア
・
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
(T
heodore
R
oosevelt)
。
在
任
一
九
〇
一
―
〇
九
。
(
８)
メ
キ
シ
コ
大
統
領
ポ
ル
フ
ィ
リ
オ
・
デ
ィ
ア
ス
(P
orfirio
D  az)
。
在
任
一
八
七
七
―
一
九
一
〇
。
(
９)
メ
キ
シ
コ
大
統
領
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
マ
デ
ー
ロ
(F
rancisco
M
adero)
。
一
九
一
〇
年
に
始
ま
る
革
命
で
デ
ィ
ア
ス
を
退
任
に
追
い
込
み
大
統
領
に
就
任
。
在
任
一
九
一
一
―
一
三
。
(
10)
張
勲
復
辟
事
件
時
の
国
務
総
理
段
祺
瑞
、
総
統
黎
元
洪
、
黎
元
洪
の
後
を
継
い
だ
代
理
総
統
馮
国
璋
を
指
す
。
(
11)
子
豚
を
意
味
す
る
広
東
語
か
ら
転
じ
て
、
清
末
民
国
期
に
広
東
・
福
建
の
沿
岸
部
か
ら
契
約
労
働
者
と
し
て
海
外
に
渡
っ
た
｢
華
工｣
を
指
す
。
(
12)
『
南
海
先
生
最
近
政
見
書』
(
一
九
〇
三
年
刊)
。｢
答
南
北
美
洲
諸
華
商
論
中
国
只
可
行
立
憲
不
能
行
革
命
書｣
と
｢
与
同
学
諸
子
梁
啓
超
等
論
印
度
亡
国
由
於
各
省
自
立
書｣
を
併
せ
て
一
書
と
し
た
も
の
。
(
13)
乙
巳
は
西
暦
一
九
〇
五
年
。
一
九
〇
四
年
六
月
、
康
有
為
は
香
港
を
発
ち
、
初
め
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
周
遊
の
旅
に
出
た
。
訪
れ
た
国
は
、
イ
タ
リ
ア
・
ス
イ
ス
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
・
デ
ン
マ
ー
ク
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
オ
ラ
ン
ダ
・
ベ
ル
ギ
ー
・
ド
イ
ツ
・
フ
ラ
ン
ス
・
イ
ギ
リ
ス
の
十
一
カ
国
で
あ
る
。
そ
の
後
、
カ
ナ
ダ
に
渡
っ
た
康
有
為
は
『
欧
州
十
一
国
遊
記』
を
ま
と
め
た
。『
法
国
遊
記』
は
そ
の
一
部
で
あ
り
、
刊
行
は
光
緒
三
十
三
(
一
九
〇
七)
年
六
月
。
(
14)
鉛
字
排
印
本
、
出
版
年
・
出
版
地
な
し
。
の
ち
『
不
幸
而
言
中
不
聴
則
国
亡』
に
収
録
。
九
四
(
15)
正
し
く
は
『
救
亡
論』
。『
不
忍
雑
誌』
第
七
冊
(
一
九
一
三
年
八
月)
に
掲
載
さ
れ
、
の
ち
『
不
幸
而
言
中
不
聴
則
国
亡』
に
収
録
。
(
16)
一
九
一
三
年
二
月
創
刊
、
上
海
広
智
書
局
発
行
。
康
有
為
が
編
集
の
中
心
に
あ
っ
て
、
清
末
期
の
自
身
の
上
奏
文
や
『
孔
子
改
制
考』
『
礼
運
注』
な
ど
の
著
述
、
お
よ
び
民
国
成
立
以
降
の
論
考
を
多
く
掲
載
し
た
。
(
17)(
18)
注
(
24)
参
照
。
(
19)
張
勲
(
一
八
五
四
―
一
九
二
三)
を
指
す
。
張
勲
は
清
末
民
国
期
の
軍
人
。
江
西
省
奉
新
県
の
人
。
原
名
は
和
、
字
を
少
軒
、
紹
軒
、
号
を
松
寿
と
称
す
。
袁
世
凱
の
新
建
陸
軍
に
入
り
、
辛
亥
革
命
で
は
江
南
提
督
と
し
て
南
京
で
革
命
軍
と
交
戦
。
民
国
成
立
後
も
清
朝
へ
の
忠
誠
を
隠
さ
ず
、
部
下
に
辮
髪
を
切
る
こ
と
を
禁
じ
た
た
め
｢
辮
帥｣
(
辮
髪
将
軍)
の
異
名
を
と
っ
た
。
安
徽
督
軍
で
あ
っ
た
一
九
一
七
年
六
月
末
、
府
院
の
争
い
(
大
総
統
府
と
国
務
院
の
権
力
闘
争)
を
調
停
す
る
と
の
名
義
で
入
京
し
、
七
月
一
日
清
帝
溥
儀
の
復
辟
を
宣
言
し
た
も
の
の
、
わ
ず
か
一
二
日
で
失
敗
、
オ
ラ
ン
ダ
公
使
館
に
逃
げ
込
み
、
晩
年
は
天
津
に
隠
棲
し
た
。
(
20)
康
有
為
に
は
こ
の
時
期
に
刊
行
さ
れ
た
『
不
幸
而
言
中
不
聴
則
国
亡』
(
一
九
一
八
年
七
月
、
上
海
長
興
書
局
刊)
の
単
行
本
も
あ
る
。｢
我
が
言
を
聴
か
ざ
れ
ば
則
ち
[
国]
将
に
亡
び
ん｣
と
は
、
当
時
彼
が
好
ん
で
用
い
る
常
套
句
で
あ
っ
た
。
(
21)
最
初
『
不
忍
雑
誌』
第
九
・
十
合
冊
(
一
九
一
七
年
一
二
月)
に
掲
載
さ
れ
、
一
九
一
八
年
三
月
に
上
海
長
興
書
局
よ
り
三
巻
一
冊
の
単
行
本
と
し
て
出
版
。
た
だ
ち
に
陳
独
秀
｢
駁
康
有
為
共
和
平
議｣
(『
新
青
年』
第
四
卷
第
三
号
、
一
九
一
八
年
三
月)
の
批
判
を
引
き
起
こ
し
た
。
(
22)
当
時
の
ア
メ
リ
カ
公
使
は
ポ
ー
ル
・
ラ
イ
ン
シ
ュ
(P
aul
R
einsch)
。
在
任
一
九
一
三
―
一
九
年
。
(
23)
康
有
為
が
張
勲
復
辟
の
失
敗
後
、
ア
メ
リ
カ
公
使
館
に
身
を
隠
し
た
の
は
一
九
一
七
年
七
月
八
日
、
ラ
イ
ン
シ
ュ
公
使
の
庇
護
下
に
公
使
館
を
出
た
の
は
同
年
一
二
月
六
日
で
あ
り
、
ほ
ぼ
五
か
月
間
の
避
難
生
活
で
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
公
使
館
の
車
で
北
京
を
離
れ
た
康
有
為
は
天
津
経
由
で
青
島
に
し
ば
ら
く
滞
在
し
、
そ
の
後
大
連
、
済
南
を
経
て
、
上
海
の
寓
居
｢
沁
園｣
に
も
ど
っ
た
。(
馬
洪
林
『
康
有
為
大
伝』
、
瀋
陽
、
遼
寧
人
民
出
版
社
、
一
九
八
八
年
、
五
六
六
頁
、
六
五
一
頁
。
楼
宇
烈
整
理
『
康
有
為
自
編
年
譜
(
外
二
種)』
、
北
京
、
中
華
書
局
、
一
九
九
二
年
、
一
九
三
頁
。)
九
五
(
24)
康
有
為
を
中
心
に
結
成
さ
れ
た
政
治
団
体
｢
憲
政
党｣
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
原
型
は
、
一
八
九
九
年
に
カ
ナ
ダ
で
創
設
さ
れ
た
｢
保
皇
会｣
で
、
南
北
ア
メ
リ
カ
・
香
港
・
澳
門
・
日
本
・
南
洋
の
各
地
に
分
会
を
設
け
、
光
緒
帝
を
救
い
、
西
太
后
一
派
を
排
除
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
海
外
で
大
々
的
に
宣
伝
活
動
を
繰
り
広
げ
た
。
一
九
〇
六
年
九
月
に
清
朝
が
予
備
立
憲
を
宣
布
す
る
と
、
康
有
為
ら
は
こ
れ
に
呼
応
す
べ
く
、
一
九
〇
七
年
二
月
に
｢
保
皇
会｣
を
｢
国
民
憲
政
会｣
に
改
称
し
、
三
月
に
は
さ
ら
に
｢
帝
国
憲
政
会
(
中
華
帝
国
憲
政
会)｣
と
改
め
た
。
一
九
一
二
年
二
月
に
清
帝
が
退
位
す
る
と
、
康
有
為
は
｢
国
体
已
に
君
主
立
憲
に
非
ず｣
と
し
て
｢
帝
国
憲
政
会｣
を
｢
国
民
党｣
に
改
称
す
る
こ
と
を
決
め
た
(｢
致
各
埠
書｣
[
一
九
一
二
年
二
月
一
九
日]
、『
康
有
為
全
集』
第
九
集
、
二
八
二
頁)
。
だ
が
、
同
年
五
月
に
な
っ
て
北
京
で
は
国
民
協
会
・
統
一
共
和
党
・
共
和
建
設
討
論
会
・
国
民
公
党
の
四
政
党
が
連
合
し
て
｢
国
民
党｣
を
結
成
す
る
動
き
が
現
れ
、
党
名
の
重
複
問
題
が
浮
上
し
た
(｢
与
梁
啓
超
書｣
[
一
九
一
二
年
五
月
二
〇
日]
、『
康
有
為
全
集』
第
九
集
、
三
〇
一
頁)
。
後
者
の
｢
国
民
党｣
は
結
局
成
立
に
至
ら
ず
、
康
有
為
の
弟
子
徐
勤
は
六
月
二
五
日
付
け
の
海
外
支
部
宛
の
書
簡
で
、
党
名
を
｢
中
華
帝
国
憲
政
会｣
か
ら
｢
国
民
党｣
に
改
称
す
る
こ
と
、
康
有
為
が
会
長
、
梁
啓
超
が
副
会
長
に
な
る
こ
と
を
通
知
し
た
(
丁
文
江
・
趙
豊
田
編
、
島
田
虔
次
編
訳
『
梁
啓
超
年
譜
長
篇』
第
三
巻
、
東
京
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
四
年
、
二
七
九
―
二
八
〇
頁
、
四
八
四
―
四
八
五
頁)
。｢
国
民
党｣
が
何
時
、
ど
の
よ
う
に
し
て
｢
憲
政
党｣
に
改
称
さ
れ
た
の
か
は
不
明
だ
が
、
お
そ
ら
く
一
九
一
二
、
一
三
年
の
間
だ
ろ
う
。
康
有
為
は
自
ら
｢
憲
政
党
章
程｣
(『
康
有
為
全
集』
第
九
集
、
四
一
三
―
四
一
四
頁)
を
起
草
し
て
お
り
、
海
外
党
員
か
ら
の
義
援
金
は
康
有
為
の
生
活
や
活
動
を
支
え
る
資
金
源
と
な
っ
た
(｢
憲
政
党
義
捐
徴
信
録｣
、
上
海
市
文
物
保
管
委
員
会
編
『
康
有
為
与
保
皇
会』
、
上
海
、
上
海
人
民
出
版
社
、
一
九
八
二
年
、
五
三
八
―
五
四
三
頁)
。
康
有
為
の
死
後
ま
も
な
く
梁
啓
超
と
徐
勤
の
連
名
で
｢
憲
政
党
同
志｣
へ
の
死
亡
通
知
が
発
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
民
国
初
年
か
ら
康
の
死
ま
で
憲
政
党
が
存
在
し
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
(｢
梁
啓
超
徐
勤
致
憲
政
党
同
志
書｣
、 
貴
麟
編
『
万
木
草
堂
遺
稿
外
篇』
(
下)
、
台
湾
、
成
文
書
局
、
一
九
七
八
年
、
八
九
六
―
八
九
七
頁)
。
【
書
簡
③
】
九
六
啓
者
門
生
陳
国  (１)
、
学
問
深
通
、
寡
有
之
才
。
頃
在
貴
報
編
輯
必
資
得
力
。
惟
彼
須
養
家
而
薪
水
不
足
。
望
有
以
籌
加
之
、
感
同
身
受
。
即
問
『
世
界
報』
列
兄
義
安
。
更 
四
月
十
日
伯 
弟
均
此
注
(
１)
不
詳
。
(
東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
教
授)
九
七
